
平成２０年度広域ブロック自立施策等推進調査 

  

 

 

 
 

「本物を活かした地域づくりの推進方策に関する調査」 

～大阪駅北地区（主に先行開発区域）をモデルとした 

イノベーション創出機能の実証的考察～ 
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≪調査の目的≫調査結果を近畿圏広域地方計画や知の拠点形成に活用 

・近畿圏広域地方計画で目指す「本物」を活かせる創造性豊かな「人財」に富んだ世界に冠たる圏域づ

くりに反映 

 

 

・「知の拠点」の形成と人材交流・育成策のあり方を提案

I． 調査の目的とフロー I． 調査の目的とフロー 
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【知の拠点とは】 
科学技術分野だけではなく、経済、産業、文化、ライフスタイル等幅広い分野で、複合的イノベーショ

ンを継続的に創出する場であり、そのような機能 

◆知の拠点を構成する要素 

 

 

 

 

 
 
 
◆知の拠点のモデルケース：大阪駅北地区「ナレッジ・キャピタル」（2012 年まちびらき予定） 

【ナレッジ・キャピタルの機能評価】 
地域イノベーション創出の成功促進要素をもとに以下のような視点で、ナレッジ・キャピタルの機能を

評価 

【機能評価をふまえた課題】 
機能評価を行った結果、以下のような課題が明らかとなった 

 
■産業支援機能が不足      ■産学官連携機能の不足        ■海外との人材・情報交流の不足 

 

【課題解決の方向性・・・イノベーション創出機能を高める方策】 
  
■ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝへのﾁｬﾚﾝｼﾞ      ■組織と人材のハブ機能強化  ■Kansai ｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

 

  

 

  

 

 

  

  

  

  

 

  

 

 

 

  

  

 

 

  

 

 

  

  

  

 

  

  

 

 

  

 

  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多様性 

知識が集まる「場」が存在 人や知識を融合･創発 

         する機能が存在 

結合力と

外部効果

人や知識が滞留することなく、場や機能

が継続・持続する仕組みが存在 

流動性 

地域特性 産業・核とな

る企業の存在 
研究開発 

機能 

ﾍﾞﾝﾁｬｰ企業

の存在 

ビジョン産業

との結合 

ＩＰＯ実績 生活文化水

準 

全国的認知 グローバル

展開 

他産業との結

合 

サポート機能 

実証実験の機能強化が課題 

産業構造が意識されていない 

高度研究人材活用不足・次世代

育成機能の不足 

関西圏のハブとしての機能が不足 

海外高度人材受け入れが進まず

対外情報発信不足 

実証実験ﾌｨｰﾙﾄﾞ構築・ﾉｳﾊｳ蓄積 

ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの支援機能の提供 産学官連携のハブ機能強化 情報発信・プロモーション機

能強化 

アジアへの人材派遣・ 

アジア人財の域内定着支援 

次世代を担う人材育成促進 中小・ﾍﾞﾝﾁｬｰ企業支援機能の提供 
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大阪駅北地区（主に先行開発区域）のポテンシャル 

イノベーション創出の成果を世界（アジア）に発信 

  

II． 大阪駅北地区をモデルとしたイノベーション創出機能のあり方 
大阪駅北地区（主に先行開発区域）をモデルとしたイノベーション創出機能のあり方 

 

中小・ﾍﾞﾝﾁｬｰ等の 

産業支援機能の提供 

 国際規格・標準化に関する 
実証実験フィールドの構築 

オープンイノベーションの中核的機能 「オープンイノベーションセンター」設置 

イノベーター育成 

センターの設置 

 
 

ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ  

ﾍｯﾄﾞｸｫｰﾀｰ設置 

アジアへの人材派遣・ 

アジア人財の域内定着支援 

 
 

情報発信・プロモーション 

機能の強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Kansaiインタラクション

プロジェクト 

 

 

 

 

 

 

 

組織と人材の 

ハブ機能強化 

  

 

 

 

 

 

 

オープンイノベーション

へのチャレンジ 
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